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西
岸
寺
「
安
穏
堂
」
納
骨
壇
使
用
上
の
規
約
等
（
抜
粋
主
要
一
部
）

一
、
納
骨
壇
は
遺
骨
及
び
そ
の
他
遺
骨
に
類
す
る
も
の
を
安
置
す
る
目
的
の
他
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
納
骨
壇
は
使
用
者
の
子
ど
も
な
ど
民
法
上
の
祭
祀
の
承
継
者
、
ま
た
は
、
承
継
者
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
使
用
　
　

　
　
権
を
代
々
承
継
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
納
骨
壇
の
承
継
者
が
い
な
い
場
合
で
も
三
年
間
は
現
状
の
ま
ま
西
岸
寺
が
納
骨
壇
を
管
理
す
る
制
度

　
「
寺
院
管
理
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
は
西
岸
寺
合
葬
廟
で
合
葬
い
た
し
ま
す
。

一
、
納
骨
壇
使
用
権
は
他
人
に
譲
渡
・
転
貸
・
売
買
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
納
骨
壇
使
用
の
承
認
を
得
た
方
は
年
間
維
持
冥
加
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
、
納
骨
壇
に
お
け
る
法
要
儀
礼
は
浄
土
真
宗
の
儀
礼
で
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
他
の
宗
教
団
体
等
の
儀
礼
な
ら
び

　
　
に
、
そ
れ
に
類
似
す
る
行
事
等
は
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あんのんどうあんのんどう

https://saiganjitemple.wixsite.com/my-site


・お仏壇なし（ロッカー式）
・骨壺収納数（3個程度）
・サイズ（１区画）
高さ 43cm ・間口 50cm ・奥行 45cm

お申込みについて

特
　
徴

小
型
納
骨
壇

（
上
下
同
様
）

普
通
納
骨
壇

大
型
壇
（
特
別
仕
様
）

多
段
型
納
骨
壇

納骨壇の
仕　様

・上段はお仏壇、下段は骨壺収納
・骨壺収納数（15個～18個程度）
・サイズ（１区画）
高さ 200cm ・間口 60cm ・奥行 60cm

・上段はお仏壇、下段は骨壺収納
・骨壺収納数（9個～12個程度）
・サイズ（１区画）
高さ 200cm ・間口 45cm ・奥行 45cm

・上段はお仏壇、下段は骨壺収納
・骨壺収納数（3個程度）
・サイズ（１区画　上下段のいずれか）
高さ各100cm ・間口 45cm ・奥行 45cm
※上下段のいずれかをお選びいただきます

2階部分 16基 2階部分 124基

2階部分 30基2階部分 20基

納骨壇の
仕　様

納骨壇の
仕　様

納骨壇の
仕　様

１．火災の心配がなく、生花のお供えもないため、いつまでも荘厳で美しく清潔です。
２．納骨する扉は鍵付きで、西岸寺で管理するため、紛失などの心配がありません。
３．エレベーター完備で本堂へも直接お参りいただくことができます。
４．お寺で供養し管理しますので、無縁墓地になることがありません。
５．遠方にお住まいの方でも参拝を通じて故郷にご縁をつなげることができます。
６．市街地のためお買い物などの際にも便利です。屋内型のため天気に関係なくお参りいただけます。

１．西岸寺「安穏堂」は宗教施設ですので、使用資格者は西岸寺の門徒、もしくはこれを機に新し　　１．西岸寺「安穏堂」は宗教施設ですので、使用資格者は西岸寺の門徒、もしくはこれを機に新し　　
　　く門徒に入られる方、他の浄土真宗寺院の門徒で住職が認めた方とします。　　く門徒に入られる方、他の浄土真宗寺院の門徒で住職が認めた方とします。
　　尚、これを機に門徒に入られる方は入門金の助成措置があります。　　尚、これを機に門徒に入られる方は入門金の助成措置があります。
２．納骨堂利用者は「納骨壇のしおり」にある規約を遵守いただきます。２．納骨堂利用者は「納骨壇のしおり」にある規約を遵守いただきます。
３．ご使用を希望の方は「納骨壇使用申込書」及び「納骨壇使用誓約書」に必要事項を記入後、提　　　３．ご使用を希望の方は「納骨壇使用申込書」及び「納骨壇使用誓約書」に必要事項を記入後、提　　　
　　出し、冥加金をお振込みください。　　出し、冥加金をお振込みください。

世のなか安穏なれ、仏法ひろまれ 

西
岸
寺
「
安
穏
堂
」
建
立
趣
意
書

　
釈
尊
入
滅
後
、
そ
の
遺
骨
を
塔
を
建
て
仏
骨
を
納
め
た
も
の
が
仏
舎
利
塔

（
納
骨
）
の
始
ま
り
と
さ
れ
、
浄
土
真
宗
で
も
京
都
の
大
谷
本
廟
や
無
量
寿

堂
な
ど
「
倶
会
一
処
」
の
精
神
を
生
か
し
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
納
骨

堂
が
建
立
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
今
で
は
昔
な
が
ら
の
屋
外
墓
地
に
代

わ
り
、
天
候
や
お
参
り
頻
度
に
左
右
さ
れ
な
い
屋
内
納
骨
堂
が
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。

 

こ
こ
種
子
島
で
も
代
々
の
お
墓
が
山
の
上
に
あ
り
お
参
り
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
、
家
族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
墓
じ
ま
い
や
、

お
墓
の
お
引
越
し
を
お
考
え
の
方
の
ご
相
談
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
離
島
過
疎
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
墓
の
後
継
者
が
い
な
い
な
ど
将
来

お
墓
が
無
縁
墓
に
な
る
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
経
緯
か
ら
ご
門
徒
、
ご
信
徒
の
皆
様
の
不
安
を
解
消
す
べ
く
、
納
骨

堂
を
建
立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
西
岸
寺
納
骨
堂
は
市
街
地
に
位
置
す
る
た
め
、
参
拝
し
や
す
く
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
完
備
。
本
堂
ま
で
も
直
接
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ
た
め
に
納
骨
堂
、

本
堂
の
ど
ち
ら
も
参
拝
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

​

　
西
岸
寺
納
骨
堂
は
ご
門
徒
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
浄
土
真
宗
の
ご
宗
旨
で

あ
れ
ば
お
申
込
み
は
可
能
で
す
。

　
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
　
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」

親
鸞
聖
人
が
お
手
紙
の
中
に
残
さ
れ
た
お
言
葉
で
す
。

安
穏
と
は
苦
悩
な
く
安
楽
で
平
安 

な
こ
と
。

現
在
は
平
和
が
ゆ
ら
ぎ
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
時
代
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
心
の
支
え
と
な
る
も
の
を
い

た
だ
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
先
祖
を
偲
び
、
お
念
仏
の
み
教
え
を
子
に
孫
に
つ
な
げ
て
い
く
ご
縁
と
し

て
の
納
骨
堂
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
こ
の
度
の
着
工
に
至
り
ま
し

た
。

　
何
と
ぞ
、
趣
意
ご
賛
同
賜
り
お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

納骨壇配置図

2階部分

＊
こ
の
ほ
か
年
間
維
持
冥
加
金
を
毎
年
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
。

大型区画 大型区画

上
下
区
画
（
小
型
納
骨
壇
）

多
段
型
区
画

普通区画

普通区画

普通区画 普通区画

普
通
区
画

普
通
区
画 普

通
区
画

普
通
区
画

本堂へ　→


